
令和７年度 岡山地域農業技術者連絡協議会花き部会 

花育活動 実施要領 

１ 目的 

 岡山地域は吉備高原から瀬戸内海沿岸に拡がる豊かな気候の中で、バラエティに富ん

だ花きが生産されている。そこで、岡山地域の花き生産部会と連携して、産地ＰＲと将

来の花き消費拡大に向けた花育活動を行うことにより、花き産地発展の一助とする。 

 今回は、花き生産者の指導により、蛍明小学校６年生が地元の特産花きである「ブプ

レウラム」を使い、卒業式に着用するコサージュを自ら作製することで、地元の農業へ

の理解や愛着を深め、花に親しむ習慣の定着を図る。 

２ 主催 

 JA 岡山足守花き部 

岡山地域農業技術者連絡協議会 花き部 

  構成組織 岡山市、玉野市、瀬戸内市、吉備中央町、 

       JA 岡山、JA 晴れの国おかやま、 

       備前県民局農林水産事業部、備前広域農業普及指導センター（事務局） 

３ 内容 

（１）日時：令和 ８年 ３月 18 日（水）10:40 ～ 11:35（事前準備 9:00～） 

なお、卒業式は ３月 19 日（木）に実施 

（２）場所：岡山市立 蛍明小学校 岡山市北区大井 360 

（３）対象：蛍明小学校 ６年生 22 名 

（４）行事：足守地域特産花き「ブプレウラム」を中心に岡山地域産花きを材料とした

コサージュの作製。指導するのは JA 岡山足守花き部会員。ちなみに、卒業

式には児童自らで作ったコサージュを着用して出席する。 

 

 

 

 

 

 

 

ブプレウラムの花 児童が自作したコサージュ 

（昨年の様子） 

生産者の指導のもとコサージュを

作製する児童ら（昨年の様子） 


